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右の図の直角三角形�$%&�において，辺�$&�の長さを求め

なさい。
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右の図のように，三角錐�2$%&�の辺上に���点�'，(，)�

があり，三角錐�2$%&�が平面�'()�で���つの部分�3，4�

に分けられている。底面�$%&�と平面�'()�が平行で，

$%：'( �：��であるとき，4�の体積は�3�の体積の何

倍か，求めなさい。

２

$ %
2 ���

[

右の図において，$%�が円�2�の直径であるとき，

�[�の大きさを求めなさい。

３

��辺の長さが���FP�の正六角形の面積を求めなさい。４

領域別学習（図形　第�回）　※�～�＝基本、�～��＝発展

(　　)組(　　)番　名前(　　　　　　　　　　　)　-1-
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右の図は，長方形�$%&'�を対角線�$&�を折り目

として折り返したものである。

折り返した後に頂点�%�が移動した点を�% ��とし，

辺�$'�と辺�&% ��との交点を�(�とする。

△$(% ��△&('�であることを次のように証明

した。

５

�　△$(% ��と�△&('�において，

　　　仮定から，　　　　　　　　　　　　��$% �( �&'( ���　……�①

　　　対頂角は等しいから，　　　　　　　��$(% � �&('　　　��……�②

　　　$'6%&�で，
ア

�は等しいから，�($& �%&$　　　　……�③

　　　折り返したから，　　　　　　　　　��
イ

　　　　　　　　……�④

　　　③，④�より，　　　　　　　　　　　��($& �(&$　　　　……�⑤

　　　△($&�は二等辺三角形だから，　　����($ (&　　　　　　　��……�⑥

　　　①，②，⑥�より，
ウ

�から，　　△$(% ��△&('�である。�証明終�

�ア��～��ウ��にあてはまるものとして最も適するものを，次の���～���からそれぞれ���つずつ

選び，その番号を答えなさい。

�　対頂角　　　　　�　底角　　　　　�　同位角　　　　　�　錯角

�　�% �$( �'&(　　　　　　　　��　�(&$ �%&$

�　��組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

�　��組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい

�　直角三角形で，斜辺と���つの鋭角がそれぞれ等しい

�　直角三角形で，斜辺と他の���辺がそれぞれ等しい
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右の図で，��点�$，%，&，'�は同一円周上にあり，

$% $&，%' &(�である。

また，��点�'，&，(�はこの順に一直線上に並んでいる。

△$%'�△$&(�であることを次のように証明した。

�　△$%'�と�△$&(�において，

　　　仮定から，　　　$% $&　……�①

　　　　　　　　　　　%' &(　�……�②

６

　　　
ア

�から，　　　　　　　　　�$%& �$'&　　　　　��……�③

　　　　　　　　　　　　　　　　　　����'$& �'%&　　　　　���……�④

　　　�$%' �$%&��'%&�　　　　　　　　　　　　　　　　���……�⑤

　　　△$'&�の内角と外角の関係から，�$&( �$'&�
イ

　……�⑥

　　　③，④，⑤，⑥�より，　　　　　���$%' �$&(　　　　　���……�⑦

　　　①，②，⑦�より，
ウ

�から，���△$%'�△$&(�である。�証明終�

�ア��～��ウ��にあてはまるものとして最も適するものを，次の���～���からそれぞれ���つずつ

選び，その番号を答えなさい。

�　�%$&　　　　　�　�$&'　　　　　�　�'$&　　　　　�　�$(&

�　対頂角は等しい　　　　　　　　　　　��　平行線の錯角は等しい

�　同じ弧に対する円周角である　　　　　��　��組の辺がそれぞれ等しい

�　��組の辺とその間の角がそれぞれ等しい

�　��組の辺とその両端の角がそれぞれ等しい
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右の図は，線分�$%�を直径とする半円で，点�&�は�$%�上

にある。点�'�は線分�$&�上にあって，'& %&�である。

また，点�(�は�%'�の延長と�$&�との交点である。

�%$' ����であるとき，�'&(�の大きさを求めなさ

７

い。

$

%�

�

�右の直方体において対角線�$%�の長さを求めよ。８
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円�2�上に���点�$，%�をとり，$%�上に点�&�を

$&：&% �：��となるようにとる。

�$&% �����のとき，次の各問に答えなさい。

���　�$2&�の大きさを求めなさい。

���　�$&2�の大きさを求めなさい。
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$��辺の長さが���の立方体�$%&'�()*+�において，辺�

$%�の中点を�3�とするとき，線分�3*�の長さは�
ア

� ，

点�&�から線分�3*�に引いた垂線�&4�の長さは�
イ

� �で

ある。
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中心を�2�とし，直径を�$%�とする半円があり

ます。

右の図のように，弧�$%�上に点�&，'�を，

$'62&�となるようにとりました。$% �，

&' ��のとき，次の問いに答えなさい。

���　線分�%&�の長さを求めなさい。

���　△2&'�の面積を求めなさい。

11

���　四角形�2&'$�の面積を求めなさい。
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D

直角 三角形 な ので 三 平方 の 定理 ・ 石 の よう に C
、 D を 決め

、

AC を 糸 た ぶ こと で

を 用いる 。

< ACD = < ABD = 5 3 0
n

ACT AB
2

= BC
2 ACE 7 f

A に +32 = 4
2

A C = ± F ・ c ACB は 市 の 円周 角 D 530

により 9 0
'

n に +9 = l 6 AC = F cm

- /
・ c x = < A CB - 2 ACD

= 902530

= 3 7 0

- /

A

• 三 角錐 O - DEF

n
・ A から BC へ の 垂線 AH

三 角錐 O - ABC で 2 30
°

を 引く と
、

△ ABH が

よっ て

相似 比 は △ DE F と △ ABC の t
r

300,609900 な ので

対応 する 辺 で 求まる ので P Q = BYlH 1 C
BH i AB : AH = 1 こ

2/38=(125-8)

2ft。
が と なる ので AH = Bon

DE こ AB = 2 = 5
= 8:17 正三角形

• 体積 比 = 相似 比
3

な ので 6 ] で • △ ABC = B ( XAHX

= 23:53 = 8:12 5 制 倍 6 が i
←

= 2 x B ×  I =

faire
wt
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God D 20720

G. 韻 ii 品

① な の 円周 再 より < CE B = c CAB = 280
3045

°

い) D 1440 の 中心 角 は 288°

② 品 4 a A CB = 9 0
0

の 360°-2880=720 (2 ) △ AOC はOAOC ( 半径 ) の

③ △ CDB は DC = BC の 直角 二等辺三角形 な の で の 元 i 石 = 2 4 より 二等辺三角形 な ので

< CBE = 4 5
0

r
) に LAO C i L BOC = で l

a A co =

よっ て 7 2
°

× j = 4 8 0 (180-48) も 2

④ △ CE B で CCE B t LE CB to CBE = 1800
= c AOC =

660280+(1+900)
t 450=1800 ang

-

• ABE ACT CB
2

p -.-
• CBE CD

2
十 BD

2
T 代 入 する と

n

C
D

ABE ACT CD を BD
2

,? △ PB G で PG = TBPTBGTE
Point

AB =

TAEtCDTBTED.ec
B で の

二 i3た (65822 )
2 VF = 」 p に 62が

= juptenfttt 三 平方 の 定 五 里 を -3nF

用い て いる
。

人 △ PCG の 面積 は 2 通り で 表さ れる 。

= 9+25+16^822 解く と

fo PCX CG xf = PG x C Qxf
この 式 を 用い て CQ = 2nF

= FO = 5 F 解ける テ で 7
A x 6 x  た =  f × は x  t _ /

ーー /
を 身 に かな う 。
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右の図のように，弧�$%�上に点�&，'�を，

$'62&�となるようにとりました。$% �，
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���　四角形�2&'$�の面積を求めなさい。
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また
2

、
o H = Tは がにしん

○
= w9-152 = if = 2nF

7
7

X
°

X △ OCD =  DC x OH X シ = 2 x 2 52 ×  も = 2nF
、 、

-116
(3)

D
・ 0 から AD へ の 垂線

( 1 ) △ OBC と △ O CD において
、

c DAO = < COB ( ADNOC の 同位 月 ) X の ところ
n

C D から OC へ の 垂線 し

G 7 3 へ

を 引き それぞれ AD
、

a A DO = L POC ( 4 の 錯 角 ) 〇 の ところ

T 7 I

|
D

1 0 C と の 交点 を

また 、 A -

0\
3 1 st G 、

I と する o

OD = O A ( 半径 ) より LOAD = COP A  な ので

X = O と なる 。
よって c POC = L COB e なり

ADNOC より OG = DI

△ ODC 三 △ O CB な ので BC = CD = 2 △ O 二 O ( メロエ X
よって Ap = 2 AG

- / l 4
2 f = 3 × DIX  t =  

J

DI =  AEJ = OG △ 0 AD =  txs
P

、

の op =  IAB ( 半径 ) = 3 p 2852
に) D H ( △ ODA の 高 さ ) ×  さ =ql

L の 二等辺三角形 の 頂 月 から の

C
② △ 0 AG で 三 平方 。 ・ DOC DA  =

① 3 垂 親 は DC を 二 等分 に する

AG = )
2關 △ O CD t △ 0 AG

の で 1 2852
、 = 2 Ft F

o 30 △ O DH で 三 平方 の 定理
=  I =  J 4 6 E

を 用いる と e .
、 ( 石 上 へ )

=  qcst


